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第1章

概要

STK501 使用者の手引き

STK501はAtmel社製STK500開発基板へ64ﾋﾟﾝAVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援を追加するために設
計されたｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板です。支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ一覧をご覧ください。

STK501は支援ﾃﾞﾊﾞｲｽの新機能の完全利用を可能にするﾊｰﾄﾞ ｳｪｱやｺﾈｸﾀ、ｼﾞｬﾝﾊﾟを含み、
同時にZIF(挿入力ｾﾞﾛ)ｿｹｯﾄが試作に対するTQFP外囲器の使用を容易にします。

この使用者の手引きは上級者用の完全な技術的参考だけでなく、一般的な開始時の案内役
も勤めます。

新規ﾃﾞﾊﾞｲｽの追加支援に加え、それまでSTK500で支援されない周辺機能の支援も新規追
加します。追加RS-232ﾎﾟｰﾄと外部SRAMｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが新機能に含まれます。2つのU(S)ART
やXRAMｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ付きﾃﾞﾊﾞｲｽはSTK501基板の新しい機能が利用できます。

1.1 特徴 ■　STK500 適合

■　AVR Studio® 適合

■　TQFP外囲器用挿入力ｾﾞﾛ(ZIP)ｿｹｯﾄ

■　ｴﾐｭﾚｰﾀ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ用TQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝ

■　ﾁｯﾌﾟ上ｴﾐｭﾚｰﾄ(内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)用JTAG ｺﾈｸﾀ

■　追加RS-232Cﾎﾟｰﾄ

■　STK500基板に外部SRAMの支援付加 (XRAMｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ付き全ﾃﾞﾊﾞｲｽで使用可能)

■　実時間時計(RTC)実装を容易にする基板内蔵32kHzｸﾘｽﾀﾙ

図1-1. STK500用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板

1.2 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ STK501は以下のﾃﾞﾊﾞｲｽを支援します。

■　ATmega64

■　ATmega103

■　ATmega128

■　ATmega1281

■　ATmega2561

■　AT90CAN32

■　AT90CAN64

■　AT90CAN128
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2.1 STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ
 への接続

STK501はSTK500の拡張ﾍｯﾀﾞ0と1に接続されるべきです。このｱﾀﾞﾌﾟﾀが図2-1.で示されるよう
に正しい向きで接続されることが重要です。STK501ｱﾀﾞﾌﾟﾀ上に書かれたEXPAND0がSTK 
500基板上に書かれたEXPAND0拡張ﾍｯﾀﾞ側と一致すべきです。

図2-1. STK501ｱﾀﾞﾌﾟﾀのSTK500基板への接続

注: 誤った向きでのSTK501接続は基板に損傷を与えるかもしれません。

2.1.1 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽの配置 STK501にはTQFP用のZIFｿｹｯﾄと、STK501内にｴﾐｭﾚｰﾀ ｱﾀﾞﾌﾟﾀの直接半田付けを容易にさ
せる配線ﾊﾟﾀｰﾝがあります。そのため、ﾃﾞﾊﾞｲｽ(またはｱﾀﾞﾌﾟﾀ)が正しい向きで装着されることに
注意が必要とされるべきです。図2-2.はZIFｿｹｯﾄとTQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝの1番ﾋﾟﾝの位置を示しま
す。

警告: AVRがSTK500基板に装着されるのと同時にSTK501へ支援ﾃﾞﾊﾞｲｽを装着しないでくだ
さい。

図2-2. ZIFｿｹｯﾄとTQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝのI番ﾋﾟﾝ位置
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2.2 ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽがSTK500で利用不能な追加ﾎﾟｰﾄを持っているので、これらのﾎﾟｰﾄはSTK501基
板に配置されます。これらはSTK500のﾎﾟｰﾄと同じ機能とﾋﾟﾝ配置です。STK500基板に既に存
在するﾎﾟｰﾄA～DはSTK501に重複(設置)されません。ﾎﾟｰﾄEとﾎﾟｰﾄFは標準I/Oﾎﾟｰﾄで、一方
ﾎﾟｰﾄGにはいくつかの追加信号があります。

2.2.1 ﾎﾟｰﾄE, ﾎﾟｰﾄF
 PORTE, PORTF

図2-3.はﾎﾟｰﾄEとﾎﾟｰﾄFのI/Oﾎﾟｰﾄ ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置を示します。

PE1
PE3
PE5
PE7
VTG

PE0
PE2
PE4
PE6

GND

PORTE

1 2

図2-3. 標準I/Oﾎﾟｰﾄ用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

PF1
PF3
PF5
PF7
VTG

PF0
PF2
PF4
PF6

GND

PORTF

1 2

注: ﾎﾟｰﾄE(PORTE)はSTK500上にも存在しますが、PE2～0(下位3ﾋﾞｯﾄ)だけｱｸｾｽできます。
ﾎﾟｰﾄEの全ﾋﾞｯﾄをｱｸｾｽするにはSTK501上の(PORTE)ｺﾈｸﾀが使われなければなりませ
ん。

2.2.2 ﾎﾟｰﾄG/補助
 PORTG/AUX

標準ﾎﾟｰﾄGﾋﾟﾝに加え、このｺﾈｸﾀにはいくつかの特別な信号があります。図2-4.を参照してく
ださい。

PG1
PG3
A16
PEN
VTG

PG0
PG2
PG4

SRAMEN
GND

PORTG/AUX

1 2

図2-4. ﾎﾟｰﾄG/補助ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

2.2.2.1 ﾎﾟｰﾄG0～4

 PG0～PG4

これらは支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ用の標準I/Oﾎﾟｰﾄで、ZIFｿｹｯﾄとTQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝに繋がっています。
PG3とPG4信号は32kHz発振器用入出力でもあるので、ﾀｲﾏ用発振器(TOSC)ｽｨｯﾁを通して配
線されます。ﾀｲﾏ用発振器(TOSC)ｽｨｯﾁの記述については2.9項を参照してください。

注: ATmega103(L)にはﾎﾟｰﾄGがありません。

2.2.2.2 ｱﾄﾞﾚｽ16  A16 この信号線はSRAMのA16(ｱﾄﾞﾚｽ最上位ﾋﾞｯﾄ)へ行ってます。どのAVRﾋﾟﾝにも接続できます。
この信号に対するより多くの情報については2.5項を参照してください。

2.2.2.3 外部SRAM許可
 SRAMEN

このSRAMEN信号は外部SRAMが許可されるかされないかを制御します。外部SRAMが許可さ
れるには、このﾋﾟﾝにLowﾚﾍﾞﾙが供給されるべきです。この信号の使用法のより多くの情報に
ついては「2.5 外部SRAM」項を参照してください。この信号は既定によってHighに吊られてい
ます。

2.2.2.4 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ許可
 PEN

このPENﾋﾟﾝはZIFｿｹｯﾄのPENﾋﾟﾝに接続されます。このﾋﾟﾝは対応ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「ﾒﾓﾘ ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」節に記述されています。
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2.3 ﾃﾞﾊﾞｲｽ
 のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

支援ﾃﾞﾊﾞｲｽは高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとSPI(実装書き込み)の両方を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすること
ができます。この章はこれら2つの種別の1つを成功裏に使うためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｹｰﾌﾞﾙ接続法
を説明します。AVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱは他のAVR ﾃﾞﾊﾞｲｽと同じやり方で使われます。

注: ATmega103を除く全支援ﾃﾞﾊﾞｲｽは自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞも支援します。自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのより多
くの情報についてはAVR109応用記述をご覧ください。

2.3.1 ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
 (実装書き込み)

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使って支援ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ ﾝｸﾞするには、図2-5.で示されるようにSTK5 
00基板上のISP6PINｺﾈｸﾀとSTK501基板上のISPｺﾈｸﾀ間に6芯ｹｰﾌﾞﾙを接続します。

ﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱでISP(低電圧直列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
することができます。

注: ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関するSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報についてはSTK500使用者
の手引きをご覧ください。

図2-5. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用接続
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2.3.2 高電圧並列
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使って支援ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図2-6.に示されるように
STK500基板上のPROGDATAとPORTB、PROGCTRLとPORTDを接続します。

STK500使用者の手引きで記述されるように、ATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ時はBSEL2
ｼﾞｬﾝﾊﾟが装着されなければなりません。

ﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作使用で、直ぐにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞす
ることができます。

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報についてはSTK500使用者の手
引きをご覧ください。

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが正しく機能するには目的電圧(VTG)が4.5V以上でなければなりませ
ん。

警告: (実装されるならば)SRAMがこの電圧を扱えることを確認してください。

図2-6. 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用接続
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2.4 JTAG ｺﾈｸﾀ このJTAGｺﾈｸﾀは内部JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ付きAVR用です。
JTAGｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置は図2-7.で示され、Atmelから入手可
能なJTAGICEmkⅡのﾋﾟﾝ配置対応です。このｺﾈｸﾀへの
JTAGICE接続はｴﾐｭﾚｰﾀとして実際のﾃﾞﾊﾞｲｽを使うAVRの
実装ｴﾐｭﾚｰﾄ(内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能)を可能にします。

JTAGICEmkⅡと内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能についてのより多くの情
報はAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄ(www.atmel.com)で入手できるJTAGI 
CEmkⅡ使用者の手引きで得られます。

図2-8.はSTK501基板上へのJTAGICEmkⅡﾌﾟﾛｰﾌﾞの接続
法を示します。

GND
VTG
RST
N.C.
GND

TCK
TDO
TMS
VTG
TDI

JTAG

1 2

図2-7. JTAGｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置

図2-8. STK501へのJTAGICEmkⅡﾌﾟﾛｰﾌﾞ接続法

2.5 外部SRAM STK501には外部SRAMを実装できる配線ﾊﾟﾀｰﾝがあります。SRAMﾃﾞﾊﾞｲｽが設計その他に関
して同じ電圧範囲か確認してください。

警告: 低電圧SRAMが使われる場合、高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは4.5V以上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ電圧が必要
なため、特別な配慮が講じられるべきです。目的AVRの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが行われる
場合、低電圧SRAMが損傷を受けるかもしれません。

表2-1.は推奨されるSRAMﾃﾞﾊﾞｲｽと代表的な動作範囲の一覧を示します。図2-9.で示されるよ
うに、SRAMﾃﾞﾊﾞｲｽが正しい向きで半田付けされることが重要です。

注: このSRAMは既定で禁止されています。SRAM支援を許可するにはPORTG/AUXｺﾈｸﾀの
SRAMENとGNDﾋﾟﾝ間にｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してください。

図2-9. 外部SRAM配線ﾊﾟﾀｰﾝのﾋﾟﾝ配置と1番ﾋﾟﾝ位置
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400mil SOJ

TSOP-Ⅱ

400mil SOJ

400mil SOJ

300mil SOJ

表2-1. 推奨SRAMﾃﾞﾊﾞｲｽ

部品番号

ISSI

製造業者

IDT

供給電圧

IS63LV1024-T

IS63LV1024-J

IS63LV1024-K

IDT71124-Y

IDT71V124SA-TY

IDT71V124SA-Y

IDT71V124SA-PH

外囲器

3.3

5.0

3.3

TSOP-Ⅱ

300mil SOJ

2.5.1 ｱﾄﾞﾚｽ16

 A16

PORTG/AUXｺﾈｸﾀのA16ﾋﾟﾝはSRAMのA16(ｱﾄﾞﾚｽ16)に接続されています。支援ﾃﾞﾊﾞｲｽは
60Kﾊﾞｲﾄまでの外部SRAMを支援します。STK501のSRAM配線ﾊﾟﾀｰﾝは128KﾊﾞｲﾄSRAM用で
す。A16信号線のｿﾌﾄｳｪｱ制御実装はﾒﾓﾘ範囲を64Kﾊﾞｲﾄから128Kﾊﾞｲﾄに増やします。この信
号線は既定によってLowに引き込まれ、ﾒﾓﾘの下半分を許可します。

PA6
PA7

PA5
PA4
PA3
PA2
PA1
PA0

PA6
PA7

PA5
PA4
PA3
PA2
PA1
PA0

PC6
PC7

PC5
PC4
PC3
PC2
PC1
PC0

OE
WE

CE

SRAM

A0
A1
A2
A3
A4
A5
A6
A7

A8
A9
A10
A11
A12
A13
A14
A15
A16

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

10K×12

ﾗｯﾁ
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A1
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A1

SRAMEN

A16

RAM HIGH
ADDRESS

VTG

PORTG/AUX
ｺﾈｸﾀから

図2-10. 外部SRAM部構成図

2.5.2 外部SRAM許可
 SRAMEN

PORTG/AUXｺﾈｸﾀのSRAMENﾋﾟﾝはSRAMの
CE(ﾁｯﾌﾟ許可)に接続されています。この信号
はSRAMが許可されるべきか否かを制御しま
す。SRAMを許可するにはこのﾋﾟﾝにLow ﾚﾍﾞﾙ
が供給されるべきです。このﾋﾟﾝは既定で10k
Ω抵抗を通してHighに吊られています。図
2-11.は供給されたｼﾞｬﾝﾊﾟの1つを用いてPOR 
TG/AUXｺﾈｸﾀのSRAMENとGNDを短絡する
方法を示します。

図2-10.はSRAMｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがどう実装される
かの簡略された構成図を示します。この信号
はｿﾌﾄｳｪｱまたは何らかの外部制御回路に
よっても制御できます。

図2-11. SRAMENのGND接続法
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2.6 RAM上位ｱﾄﾞﾚｽ
 ｼﾞｬﾝﾊﾟ
 RAM HIGH
 ADDRESS

外部ﾒﾓﾘがAVRで許可されると、全てのﾎﾟｰﾄCﾋﾟﾝは既定で上位ｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｲﾄに使われます。外
部ﾒﾓﾘのｱｸｾｽに全60Kﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽ空間が必要とされない場合、対応ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄで記
述されるように、全部またはいくつかのﾎﾟｰﾄCﾋﾟﾝを標準ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝ機能として開放できます。
AT90S/LS8515,ATmega161, ATmega103(L)にはこの機能がなく、これらのﾃﾞﾊﾞｲｽでXRAMｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽを使う場合は全てのｼﾞｬﾝﾊﾟが接続されるべきです。

全部またはいくつかのﾎﾟｰﾄCﾋﾟﾝが標準ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝ機能として開放される場合、SRAMｱﾄﾞﾚｽ ﾋﾟﾝ
に達し,それでｱﾄﾞﾚｽを不正にするどんなﾎﾟｰﾄCの動きも避けるために、対応するRAM HIGH 
ADDRESSｼﾞｬﾝﾊﾟは取り除かれるべきです。

ｼﾞｬﾝﾊﾟが取り除かれると、対応するｱﾄﾞﾚｽ線はSRAMのｱﾄﾞﾚｽ ﾋﾞｯﾄに論理0を与えるLowに引き
込まれます。図2-10.の構成図を参照してください。

2.7 A7～0 ｺﾈｸﾀ
 A[7:0]

A[7:0]と記されたｺﾈｸﾀは外部SRAMｱﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｽの下位8ﾋﾞｯﾄを含みます。このｺﾈｸﾀの目的はｱ
ﾄﾞﾚｽ ﾊﾞｽへの容易なｱｸｾｽの提供です。上位8ﾋﾞｯﾄはRAM HIGH ADDRESSｼﾞｬﾝﾊﾟまたはﾎﾟｰ
ﾄC(PORTC)ｺﾈｸﾀで得られます。

このｺﾈｸﾀは図2-10.で示されるようにﾗｯﾁの後に配置されます。

このｺﾈｸﾀは外部ﾃﾞﾊﾞｲｽとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽするのに、このSRAMｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使う時に便利です。

2.8 AT90S/LS8515
 ATmega8515(L)
 ATmega161(L)
 ATmega162(V)での
 SRAM ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
 の使い方

STK500基板に配置されたﾃﾞﾊﾞｲｽでSRAMｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使う時にいくつかの追加結線が必要
とされます。この理由はRD,WR,ALE信号がAT90S/LS8515,ATmega8515(L),ATmega 161
(L),ATmega162(V)と支援ﾃﾞﾊﾞｲｽで同じﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝではないことで、従ってこれらの信号は2本の
2芯ｹｰﾌﾞﾙを使って手作業で配線されなければなりません。

表2-2. AT90S/LS8515,ATmega8515(L)/161(L)/162(V)で必要な追加配線

接続信号名 処理内容STK501

WR (書き込みｽﾄﾛｰﾌﾞ)

RD (読み出しｽﾄﾛｰﾌﾞ)

ALE (ｱﾄﾞﾚｽ ﾗｯﾁ許可)

STK500

PD6

PD7

PE1

PG0

PG1

PG2

STK500のPD6とSTK501のPG0を接続

STK500のPD7とSTK501のPG1を接続

STK500のPE1とSTK501のPG2を接続

図2-12. STK500上のﾃﾞﾊﾞｲｽ用SRAMｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ追加配線
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2.9 ﾀｲﾏ用発振器
 TOSC ｽｨｯﾁ

支援ﾃﾞﾊﾞｲｽのTOSC1とTOSC2信号線はﾎﾟｰﾄG(PG4とPG3)と共用されています。このTOSC
ｽｨｯﾁは32kHzｸﾘｽﾀﾙまたはﾎﾟｰﾄG(PORTG/AUX)ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝのどちらがﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋﾟﾝへ接続さ
れるべきかを選びます。

図2-13.はこれがどう実装されるかの簡略化された構成図を示します。

注: ﾎﾟｰﾄGはATmega103(L)で利用できないため、このｽｨｯﾁは32kHzｸﾘｽﾀﾙが接続されるべき
か否かを選ぶだけです。

PG4/TOSC1

PG3/TOSC2

32kHz

PG3

PG4

TOSC ｽｨｯﾁ

AVR

PORTG/AUX
ｺﾈｸﾀへ

図2-13. TOSC切り替え部構成図

2.10 RS-232Cﾎﾟｰﾄ ATmega103を除く支援ﾃﾞﾊﾞｲｽには追加U(S)ARTがあります。STK501基板のRS-232Cﾎﾟｰﾄに
はRXD, TXD信号線に加えてRTS, CTS流れ制御支援があります。図2-14.はこれがどう実装さ
れるかの簡略化された構成図を示します。

注: AVRのU(S)ARTはﾊｰﾄﾞｳｪｱRTS/CTS制御を支援しません。このような機能が必要とされる
場合、ｿﾌﾄｳｪｱで実装されなければなりません。

図2-14. UART部構成図

TXD
RTS

RXD
CTS

RS-232C/ﾛｼﾞｯｸ
ﾚﾍﾞﾙ変換

1

5

6

9
RS232 SPARE 2

このUART(部)はSTK500基板に配置されたﾃﾞﾊﾞｲｽからも使えます。適切なﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝを単に
STK501基板のRXDとTXDへ接続します。

注: ｿﾌﾄｳｪｱRTS/CTS流れ制御が実装されない場合、RTSとCTS間のｼﾞｬﾝﾊﾟ短絡がこのような
流れ制御を使う外部の応用との正しい通信を保証します。(訳補:その場合、実際には流
れ制御なしと等価になるため、双方とも転送速度に対して充分な受信処理能力がなけれ
ば正しい通信は保証されません。)



第3章

障害対策の指針
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表3-1. 障害対策の指針

問題 対処原因

SRAMが正しく動作
しない。

SRAMが接続されてい
ない。

半田付け、配線ﾊﾟﾀｰﾝとSRAMの向き、SR 
AMのﾋﾟﾝ配置を確認します。

SRAMENｼﾞｬﾝﾊﾟが未装
着。

PORTG/AUXｺﾈｸﾀのSRAMENがGNDと接
続されているか確認します。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽでXRAMｲ 
ﾝﾀｰﾌｪｰｽが未許可。

外部ﾒﾓﾘ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが実際に許可されて
いるか、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｺｰﾄﾞを検証します。

STK500基板上のﾃﾞ
ﾊﾞｲｽで使用する時
にSRAMが動作しな
い。

RD, WR, ALE信号が
未配線。

2本の2芯ｹｰﾌﾞﾙで、これらの信号を適切な
ﾋﾟﾝに接続します。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの高電
圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ後に、
SRAMが正しく動作
しない。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞでSRAMが
損傷の可能性。

高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが使われるべきなら、SR 
AMが5Vを扱うか確認します。

RAM HIGH ADDRESS
ｼﾞｬﾝﾊﾟのいくつかで不
正な設定の可能性。

RAM HIGH ADEDRESSｼﾞｬﾝﾊﾟを正しく設
定します。
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技術的仕様
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■ 装置形状

 ・ 物理外形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56×119×27 mm
 ・ 重量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70 g

■ 動作条件

 ・ 供給電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.7～5.5 V

■ 接続ｺﾈｸﾀ

 ・ ｼﾘｱﾙ ｺﾈｸﾀ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ DB-9S
 ・ ｼﾘｱﾙ通信速度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 250 kbps
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技術支援

技術的な問い合わせは avr@atmel.com にお願い致します。問い合わせに際しては次に示す
情報も併せてご連絡ください。

■ 目的AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ名 (完全な部品番号)

■ 目的電圧とｸﾛｯｸ速度

■ AVRのｸﾛｯｸ種別とﾋｭｰｽﾞ設定

■ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)方法 (ISPまたは高電圧)

■ AVRﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号 (基板上に記載)

■ AVR Studioの版 (版番号はAVR StudioのﾒﾆｭｰからHelp⇒Aboutで表示)

■ ﾊﾟｿｺﾝのOS名と版、構築番号

■ ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾟﾛｾｯｻ型式とｸﾛｯｸ速度

■ 問題点の詳細説明

STK501 使用者の手引き5-1
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全回路図

以下に、STK501改訂Bの実装図と全回路図が示されます。
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図6-1. 実装図
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